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Ⅰ．はじめに
1．研究の背景と問題意識
　わが国では，2000年に介護保険制度が導入さ
れて，今年で20年を迎えた。その間も高齢化率
は右肩上がりに上昇し続け，2022年9月時点で
の全国の高齢化率は29.1％と超高齢社会が加速

し続けている 1）。特別養護老人ホーム（以下「特養」
とする）の2019年度の利用率は従来型で94.0％，
ユニット型で94.3％と中・重度要介護者の重要
な受け皿となっていることが分かる 2）。他方，居
宅サービス事業であるデイサービスに目を向ける
と，2020年9月時点での利用者１人当たり利用
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要　旨
【目的】不安定な立ち位置にある特養・デイサービスの生活相談員の業務上の課題について，
新任の時期に抱えている課題は何か，またその生活相談員が自身の業務に必要と考えてい
る研修とは何かを明らかにし，キャリアパスの仕組みづくりにおける新任期の研修ニーズ
を明らかにすることを目的とした。
【方法】現任の特養・デイサービス生活相談員34名を対象に，「A：抱えていた課題」「B：キャ
リアアップしていくために必要と考える研修内容」について質問紙調査を実施し，分析を
行った。
【結果】 分析の結果，Aについては生成された86枚のラベルから31の小グループ，14の中
グループ，6の大グループが抽出された。Bについては生成された52枚のラベルから22の
小グループ，11の中グループ，5の大グループが抽出された。
【考察】生活相談員は，ソーシャルワーク基盤の知識が不足していることで生活相談員とし
て担う多方面の業務に課題を抱えていた。そしてキャリアパスの仕組みづくりにおける新
任期の研修ニーズは，3つのステップで，計5つの内容に関する研修を段階的・円環的に実
施する必要があることが明らかになった。
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回数は9.4回と月平均2回以上の介護需要と高い
ことが分かる 3）。ニーズの高まりによって，これ
らの施設サービスや居宅サービスの各事業所に勤
務するスタッフへも，より高い専門性が求められ
るようになった。厚生労働省 4）は，2010年に「介
護職員処遇改善交付金事業」を立ち上げ，そのな
かでキャリアパスを導入し，「介護職員の職位，
職責又は職務内容等に応じた任用等の要件」を規
定した職場内での計画的なキャリア形成の仕組み
を取り入れるなどしている。その後2012年には
「介護職員処遇改善交付金事業」は廃止され「介
護職員処遇改善加算」が新たに新設されている。
現代の生活様式も日々変化し，高齢者支援にも多
様性を求められる中で，ソーシャルワーク専門職
として特養並びにデイサービスの生活相談員にお
いても，高い専門性が求められている。そこでま
ず生活相談員の置かれている立ち位置や役割につ
いて先行研究をもとに整理する。
　生活相談員は利用者・家族と看護職・介護職な
どのケアチームの間に介入しながら課題を解決し
ていくことが求められている。しかし生活相談員
の実情をみると，業務や役割は不明瞭な点も散見
される 5）。特養における生活相談員の業務をみる
と，入退所相談，スーパービジョン，利用者・家
族や地域への情報開示，苦情受付，地域交流やボ
ランティア受付，施設の運営や経営などが示され
ている 6）。また機能としては利用者への個別援助
計画の作成から評価機能，利用者の個別相談援助
機能，調整機能，施設評価機能と施設改革機能，
リスク・マネジメント機能などが示されている 7）。
　生活相談員は他職種からソーシャルワークの実
践を期待されながらも一方で「何でも屋」などと
揶揄されることもある 8）,9）,10）。特にデイサービス
の生活相談員は，「本来の業務であると考えらえ
る相談援助や連絡調整業務の頻度よりもその他
（送迎・介護業務との兼務・施設備品管理等）に
分類される業務の頻度が高い」とされている 11）。
これらの生活相談員の不安定な立ち位置は，他職
種の意向に翻弄されやすく自己の専門職としての
アイデンティティを喪失し，多大なジレンマを抱
えてしまう懸念があることも指摘されている 12）。

　立ち位置の不明瞭さから迷いが生じやすい生活
相談員だが，スキルアップに向けた研修の意欲は
高いことも示されている。生活相談員は「研修で
学んだことで，自分が向上したと思うことがある」
など高いニーズをもっている傾向があり 13），ア
イデンティティの高い人ほど，職業への期待も高
く，やりがいある職業を選び，苦労や努力も厭わ
ずに取り組み，キャリアアップを目指すとされる
14）。他方で生活相談員には先に述べた介護職のよ
うなキャリアパスの仕組み 4）は未だ見当たらな
い。川口ら 15）は，「福祉・介護現場では，個人が
どのような目標をもって成長していけばよいのか
分からないため，従業者のスキルを可視化した基
準のあるキャリアパスの提示の必要性があげられ
た」として，福祉職のキャリアアップの仕組みづ
くりの必要性を訴えている。
　そこで本研究では，不安定な立ち位置のある特
養・デイサービスの生活相談員の業務上の課題に
ついて，新任の時期に抱えている課題は何か，ま
たその生活相談員が自身の業務に必要と考えてい
る研修とは何かを明らかにし，キャリアパスの仕
組みづくりにおける新任期の研修ニーズを明らか
にすることを目的とした。

Ⅱ．方法
1．研究方法
　調査協力者の人選は，A県並びにB県社会福祉
協議会の研修参加者の中から，現任の特養・デイ
サービスの生活相談員とし，それ以外の属性は問
わず新任からベテランまでを対象とした。調査方
法は，質問紙法とし，研修参加者に承諾書を添付
した質問紙をその場で配布し，調査協力者に不利
益が生じることがないよう倫理的配慮を尽くすこ
と，回答はあくまでも任意であること等を説明し，
同意を得られた方にのみ回答して頂いた。質問紙
は無記名自記式の自由回答とし，研修会場で筆記
して頂き，その場で回収した。回収の際に個人が
特定されないよう本研究と紐づきの無いA県並
びにB県社会福祉協議会の職員に回収作業を依頼
した。調査はA県社協：2020年8月中，B県社協：
11月上旬に実施した。
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2．調査項目
　調査項目は，①回答者の氏名を除した基本属性
の他，公益社団法人全国老人福祉施設協議会 16）

によるキャリアパス（素案）の「各ステップにお
ける経験年数のイメージ」を参考に，ステップⅠ
（概ね1年程度）とステップⅡ（概ね1年～ 3年程
度）の2期までの新任の時期におけるキャリアパ
スの仕組みづくりにおいて，以下A・Bの質問に
自由記述にて回答して頂いた。
　A：生活相談員として抱えていた課題について
　B： 生活相談員としてキャリアアップしていく

ために必要と考える研修内容について

3．分析方法
　質問紙により回答されたデータは，川喜田
17）,18）が考案したKJ法を用いて以下の手順にそっ
て分析を行った。
①　 回答されたデータを精読し類似しているラベ

ルごとに寄せ集め，ラベル化を行った。その
際に1枚のラベルに一つの内容となるように
留意した。

②　 ①で作成されたラベルを使用して，意味の類
似性を考慮しつつグループ化して小グループ
に表札をつけた。次にその表札やラベルの類
似性を検討しつつ中グループおよび大グルー
プ化を行い，それぞれに表札をつけた。似性
がないラベルは，1枚ラベルのまま独立させ
表札をつけた。

③　 大グループの相互の関係を検討し，図解化を
試みた。 

4．倫理的配慮
　質問紙による調査を実施するにあたって，質問
紙とともに調査依頼書を添付した。調査依頼書は，
本調査の趣旨，および個人や事業者が特定される
ことがないよう匿名性の保護に努めることについ
て説明を行い，質問紙への回答並びに提出をもっ
て調査への同意とみなした。なお，回答は自由意
思にゆだねられており，調査への協力が得られな
いとしても個人や事業には何ら影響がないこと，
本調査で得られた情報及びデータは，不用意に漏

洩することがないよう決められた保管場所に鍵を
かけ厳重に保管することについて説明を行った。
なお，本研究は，個人情報を取り扱う観点から健
康科学大学研究倫理委員会による審査と承認を得
たうえで実施した（承認番号：R2－006号）。

5．用語の定義
　本研究において，各法人が自らの職員の確保・
定着を図ることを目的に，職員一人ひとりが「や
る気 と誇り」を持って働くことができる職場づ
くりを行うための仕組みを「キャリアパス 19）」と
定義する。

Ⅲ．結果
１．対象者の属性
　調査協力を依頼した2つの社会福祉協議会の研
修参加者より計34名の生活相談員による有効回
答が得られた。
1）性別：男性が17名，女性が17名であった。
2） 年代：20代が4名，30代が11名，40代が13名，

50代が4名，60代が1名，無記入が1名であっ
た。

3） 生活相談員の施設種別：特養が24名，デイサー
ビスが16名であった。これは両方の経験があ
る場合もあることから複数回答とした。

4） 最終学歴：高校8名，専門学校5名，短大7名，
大学（福祉系）7名，大学（福祉系以外）6名，
大学院1名であった。

5） 所持資格：社会福祉士13名，精神保健福祉士
1名，介護福祉士30名，社会福祉主事20名，
介護支援専門員17名，無記入1名であった。
これは複数回答とした。

2．分析結果
1） 「生活相談員として抱えていた課題」につい

ての整理
　「A：生活相談員として抱えていた課題につい
て」に対する自由記述の回答をラベル化したとこ
ろ，86枚のラベルが生成された。その86枚のラ
ベルについて，先述の分析方法に沿って分類した
結果を〔表1〕に示す。表1に示したように，31
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の小グループ，14の中グループ，6の大グループ
が抽出された。
　次に，表1にもとづき，大グループについて分
析結果に概要を述べる。なお，小グループは〈　〉，
中グループは《　》，大グループは【　】で括り，
グループ名のみゴシック体で表記する。

（1） 生活相談員の不明瞭さへの迷いとジレンマ
　【生活相談員の不明瞭さへの迷いとジレンマ】
は，《業務の煩雑で“こなし切れない”》《専門性
や役割の不明瞭さへの戸惑い》《上司とのトラブ
ル》の3つの中グループから生成された。
　《業務の煩雑で“こなし切れない”》とは，〈仕
事の多さ・多忙さ〉〈複数の業務を兼任すること〉
の小グループから生成された。《専門性や役割の
不明瞭さへの戸惑い》とは，〈業務分担・線引き
が不明瞭〉〈他職種の理解不足で「何でも屋」扱い〉
〈介護職からの転向による戸惑い〉の小グループ
から生成された。《上司とのトラブル》とは，〈上
司とのトラブル〉の1つ（一匹狼）の小グループ
から生成された。

（2） 生活相談員のソーシャルワーク基盤の知識
不足

　【生活相談員のソーシャルワーク基盤の知識不
足】は，《生活相談員としての専門性とソーシャ
ルワーク機能》《相談援助職としての基礎知識・
技術》の2つの中グループから生成された。
　《生活相談員としての専門性とソーシャルワー
ク機能》とは，〈役割・業務内容〉〈生活相談員の
専門性〉〈立ち位置（立場）〉の小グループから生
成された。《相談援助職としての基礎知識・技術》
とは，〈相談業務の基礎力〉〈情報伝達スキル〉〈制
度に関する知識不足〉の小グループから生成され
た。

（3） メゾ・マクロ領域に関する業務の対処スキル
　【メゾ・マクロ領域に関する業務の対処スキル】
は，《地域関係者との関係》《施設運営・経営的側
面についての業務》の2つの中グループから生成
された。
　《地域関係者との関係》とは，〈地域関係者との
関係〉の1つの小グループから生成された。《施
設運営・経営的側面についての業務》とは，〈経

営と現場との繋ぎ役〉〈営業広報業務〉〈運営面の
業務〉の小グループから生成された。

（4） 生活相談員が担うことが多い間接業務の対処
スキル

　【生活相談員が担うことが多い間接業務の対処
スキル】は，《事務に関する業務の課題》の1つ
の中グループから生成された。
　《事務に関する業務の課題》とは，〈利用者の金
銭管理業務〉〈契約業務〉〈請求業務〉の小グルー
プから生成された。

（5）家族との対応の第一線的な窓口業務の課題
　【家族との対応の第一線的な窓口業務の課題】
は，《家族との関係性の構築についての課題》《家
族トラブルへの対処法》《利用者・家族を深く把
握するためのスキル》《ニーズのすり合わせ方法》
の4つの中グループから生成された。
　《家族との関係性の構築についての課題》とは，
〈家族との接し方〉〈家族との関係づくり〉の小グ
ループから生成された。《家族トラブルへの対処
法》とは，〈クレーム対応〉〈家族とのトラブル〉
の小グループから生成された。《利用者・家族を
深く把握するためのスキル》とは，〈利用者・家
族理解の方法〉〈アセスメントのスキル不足〉〈相
談援助職としての利用者特性の理解〉の小グルー
プから生成された。《ニーズのすり合わせ方法》
とは，〈ニーズのすり合わせ方法〉の1つの小グ
ループから生成された。

（6）ケアチームの連携調整のしかた
　【ケアチームの連携調整のしかた】は，《担当者
会議の運営スキル》《他職種とスムーズに業務を
進めるための連携調整スキル》の2つの中グルー
プから生成された。
　《担当者会議の運営スキル》とは，〈担当者会議
の運営スキル〉の1つの小グループから生成され
た。《他職種とスムーズに業務を進めるための連
携調整スキル》とは，〈他職種への情報提供のし
かた〉〈他職種との連携方法の不明〉〈他職種との
関係性でトラブル〉の小グループから生成された。

2）図解化による分析結果
　〔表1〕にもとづき，小グループ・中グループ
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により生成された大グループの意味内容にもとづ
き，空間配置による図解化分析を行った。その結
果を〔図1〕に示す。
　〔図1〕に示したとおり，生活相談員として抱
えていた課題は，【生活相談員の不明瞭さへの迷
いとジレンマ】と【生活相談員のソーシャルワー
ク基盤の知識不足】が課題として持ち上がってい
た。さらにそれら専門職としての脆弱な立ち位置

が基となり，【メゾ・マクロ領域に関する業務の
対処スキル】，【生活相談員が担うことが多い間接
業務の対処スキル】といった間接業務や【家族と
の対応の第一線的な窓口業務の課題】，【生活相談
員に求められるケアチームの連携調整のしかた】
などにも課題を抱える結果となっていた。

表1　生活相談員が抱えていた課題

【大グループ】 《中グループ》 〈小グループ〉

生活相談員の不明瞭さへ
の迷いとジレンマ（25）

業務の煩雑で“こなし切れ
ない”（9）

仕事の多さ・多忙さ（5）
複数の業務を兼任すること（4）

専門性や役割の不明瞭さへ
の戸惑い（13）

業務分担・線引きが不明瞭（5）
他職種の理解不足で「何でも屋」扱い
（5）
介護職からの転向による戸惑い（3）

上司とのトラブル（3） 上司とのトラブル（3）

生活相談員のソーシャル
ワーク基盤の知識不足
（26）

生活相談員としての専門性
とソーシャルワーク機能
（13）

役割・業務内容（6）
生活相談員の専門性（3）
立ち位置（立場）（4）

相談援助職としての基礎知
識・技術（13）

相談業務の基礎力（6）
情報伝達スキル（5）
制度に関する知識不足（2）

メゾ・マクロ領域に関す
る業務の対処スキル（8）

地域関係者との関係（3） 地域関係者との関係（3）

施設運営・経営的側面につ
いての業務（5）

経営と現場との繋ぎ役（2）
営業広報業務（2）
運営面の業務（1）

生活相談員が担うことが
多い間接業務の対処スキ
ル（4）

事務に関する業務の課題（4）
利用者の金銭管理業務（1）
契約業務（1）
請求業務（2）

家族との対応の第一線的
な窓口業務の課題（14）

家族との関係性の構築につ
いての課題（5）

家族との接し方（2）
家族との関係づくり（3）

家族トラブルへの対処法（4） クレーム対応（2）
家族とのトラブル（2）

利用者・家族を深く把握す
るためのスキル（3）

利用者・家族理解の方法（1）
アセスメントのスキル不足（1）
相談援助職としての利用者特性の理解
（1）

ニーズのすり合わせ方法（2） ニーズのすり合わせ方法（2）

ケアチームの連携調整の
しかた（8）

担当者会議の運営スキル（2） 担当者会議の運営スキル（2）
他職種とスムーズに業務を
進めるための連携調整スキ
ル（6）

他職種への情報提供のしかた（1）
他職種との連携方法の不明（3）
他職種との関係性でトラブル（2）
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3） 「生活相談員としてキャリアアップしていく
ために必要と考える研修内容」の整理

　「B：生活相談員としてキャリアアップしてい
くために必要と考える研修内容について」に対す
る自由記述の回答をラベル化したところ，52枚
のラベルが生成された。その52枚のラベルにつ
いて，同様に分類した結果を〔表2〕に示す。表
2に示したように，22の小グループ，11の中グ
ループ，5の大グループが抽出された。
　次に，表2にもとづき，先述と同様の表記に沿っ
て大グループについて分析結果に概要を述べる。

（1）生活相談員の基礎知識・技術
　【生活相談員の基礎知識・技術】は，《ソーシャ
ルワークの基礎知識・技術》《相談援助職になる
為に欠かせない基礎知識》《コミュニケーション
基本応答技法についての知識・技術》《入所施設
の相談援助職に求められる固有のスキル》の4つ
の中グループから生成された。
　《ソーシャルワークの基礎知識・技術》とは，〈ア
セスメント力の向上に関するスキルアップ〉〈関
係者との連携調整に関するスキルアップ〉の2つ

の小グループから生成された。《相談援助職にな
る為に欠かせない基礎知識》とは，〈新任相談員
向けの相談援助業務の基礎知識〉〈任用するに当
たり受講必須の研修を制度化〉の2つの小グルー
プから生成された。《コミュニケーション基本応
答技法についての知識・技術》とは，〈相談援助
職としてのコミュニケーション・スキル〉〈相談
援助職としての利用者・家族との接し方〉の2つ
の小グループから生成された。《入所施設の相談
援助職に求められる固有のスキル》とは，〈介護
技術の基礎知識〉〈レジデンシャルソーシャルワー
クの基礎知識〉〈介護保険と関連制度の知識〉に
3つの小グループから生成された。

（2）生活相談員としてのアイデンティティ
　【生活相談員としてのアイデンティティ】は，
《ソーシャルワーカーとしての専門性・役割と機
能に関する知識》の1つの中グループから生成さ
れた。
　《ソーシャルワーカーとしての専門性・役割と
機能に関する知識》とは，〈生活相談員としての
専門性を身につける研修〉〈生活相談員としての

〔〔図図11〕〕新新任任生生活活相相談談員員がが業業務務遂遂行行ににおおいいてて抱抱ええてていいたた課課題題

家族との対応の第一線的な窓口業務の課題 

家族との関係性の構築についての課題

家族トラブルへの対処法

利用者・家族を深く把握するためのスキル

ニーズのすり合わせ方法

メゾ・マクロ領域に関する業務の対処スキル 

地域関係者との関係

施設運営・経営的側面についての業務

生活相談員が担うことが多い間接業務の対処スキル 

事務に関する業務の課題

ケアチームの連携調整のしかた 

担当者会議の運営スキル

他職種とスムーズに業務を進めるための連携調整スキル

生活相談員の不明瞭さへの迷いとジレンマ 

業務の煩雑で“こなし切れない”

専門性や役割の不明瞭さへの戸惑い

上司とのトラブル

生活相談員のソーシャルワーク基盤の知識不足 

生活相談員としての専門性とソーシャルワーク機能

相談援助職としての基礎知識・技術

図1　新任生活相談員が業務遂行において抱えていた課題
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立ち位置についての研修〉〈生活相談員としての
役割についての研修〉の3つの小グループから生
成された。

（3）専門職としての自己管理能力
　【専門職としての自己管理能力】は，《自己を俯
瞰的に振り返り自己啓発するための方法》《メン
タルヘルスに関する知識と実践方法》の2つの中
グループから生成された。
　《自己を俯瞰的に振り返り自己啓発するための
方法》とは，〈相談援助職に求められる自己覚知〉
〈生活相談員としての素養を磨く研修〉の2つの

小グループから生成された。《メンタルヘルスに
関する知識と実践方法》とは，〈メンタルヘルス
に関する知識と実践方法〉の1つの小グループか
ら生成された。

（4）施設運営管理に関する知識技術
　【施設運営管理に関する知識技術】は，《施設運
営の安定化に向けた営業広報スキルを磨く方法》
《事務対応》の2つの中グループから生成された。
　《施設運営の安定化に向けた営業広報スキルを
磨く方法》とは，〈ケアマネから求められる営業・
広報スキル〉〈選ばれる施設になる為の運営スキ

表２　生活相談員としてキャリアアップしていくために必要と考える研修内容

【大グループ】 《中グループ》 〈小グループ〉

生活相談員の基礎
知識・技術（24）

ソーシャルワークの基礎知識・
技術（5）

アセスメント力の向上に関するスキルアップ（2）

関係者との連携調整に関するスキルアップ（3）

相談援助職になる為に欠かせな
い基礎知識（5）

新任相談員向けの相談援助業務の基礎知識（4）

任用するに当たり受講必須の研修を制度化（1）

コミュニケーション基本応答技
法についての知識・技術（9）

相談援助職としてのコミュニケーション・スキル（6）

相談援助職としての利用者・家族との接し方（3）

入所施設の相談援助職に求めら
れる固有のスキル（5）

介護技術の基礎知識（1）

レジデンシャルソーシャルワークの基礎知識（1）

介護保険と関連制度の知識（3）

生活相談員として
のアイデンティ
ティ（8）

ソーシャルワーカーとしての専
門性・役割と機能に関する知識
（8）

生活相談員としての専門性を身につける研修（2）

生活相談員としての立ち位置についての研修（2）

生活相談員としての役割についての研修（4）

専門職としての自
己管理能力（4）

自己を俯瞰的に振り返り自己啓
発するための方法（3）

相談援助職に求められる自己覚知（1）

生活相談員としての素養を磨く研修（2）
メンタルヘルスに関する知識と
実践方法（1） メンタルヘルスに関する知識と実践方法（1）

施設運営管理に関
する知識技術（6）

施設運営の安定化に向けた営業
広報スキルを磨く方法（4）

ケアマネから求められる営業・広報スキル（2）

選ばれる施設になる為の運営スキル（2）

事務対応（2） 事務対応（2）

利用者家族に対す
る擁護的対応（10）

クレームトラブルに対応したコ
ンフリクトマネジメント（5）

利用者・家族とのトラブル対処法（2）

苦情・クレームの対処法（3）

相談援助に関する支援の対応
力・実践力を身につける方法（5）

利用者支援についての具体的な対応方法（3）
介護困難ケースへの対応方法のハウツーを学ぶ研修
（2）
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ル〉の2つの小グループから生成された。《事務
対応》とは，〈事務対応〉の1つの小グループか
ら生成された。

（5）利用者家族に対する擁護的対応
　【利用者家族に対する擁護的対応】は，《クレー
ムトラブルに対応したコンフリクトマネジメン
ト》《相談援助に関する支援の対応力・実践力を
身につける方法》の2つの中グループから生成さ
れた。
　《クレームトラブルに対応したコンフリクトマ
ネジメント》とは，〈利用者・家族とのトラブル
対処法〉〈苦情・クレームの対処法〉の2つの小
グループから生成された。《相談援助に関する支
援の対応力・実践力を身につける方法》とは，〈利
用者支援についての具体的な対応方法〉〈介護困
難ケースへの対応方法のハウツーを学ぶ研修〉の
2つの小グループから生成された。

4）図解化による分析結果
　〔表2〕にもとづき，小グループ・中グループ
により生成された大グループの意味内容にもとづ
き，空間配置による図解化分析を行った。その結

果を〔図2〕に示す。
　〔図2〕に示したとおり，生活相談員がキャリ
アアップしていくために必要と考えるのは，【生
活相談員の基礎知識・技術】についての研修であっ
た。これは基礎知識・技術についての内容である
ことから，〔図1〕も勘案して初めに学ぶⅠファー
ストステップと位置付けた。そして【生活相談員
の基礎知識・技術】について学ぶことで芽生える
【生活相談員としてのアイデンティティ】，自己管
理として求められる【専門職としての自己管理能
力】についての研修も必要と考えられていた。こ
れらの研修は先にも述べたように，【生活相談員
としての基礎知識・技術】の上に重ねて学ぶⅡセ
カンドステップと位置づけた。さらに利用者に対
して間接的に担う【施設運営管理に関する知識技
術】や【利用者家族に対する擁護的対応】といっ
た業務についても研修が必要であると考えられて
いた。これらは他職種とは生活相談員の専門的技
量が問われる研修であることから，これまでのⅠ・
Ⅱステップの研修をある程度学習した先に体得す
るⅢサードステップの研修と位置付けた。これら
Ⅰ～Ⅲステップの研修は，段階を経て位置づけて

〔〔図図22〕〕生生活活相相談談員員ののキキャャリリアアパパススのの仕仕組組みみづづくくりりににおおけけるる新新任任期期のの研研修修ニニーーズズ体体系系図図
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図2　生活相談員のキャリアパスの仕組みづくりにおける新任期の研修ニーズ体系図
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あるが，双方向で学習する研修と位置付けた。

Ⅳ．考察
（1）生活相談員として抱えていた課題とは何か
　新任期の生活相談員は，まだ自身の専門性や立
ち位置が捉えられていないなかで，他職種と横断
的に連携しながら複数の業務を兼任するなど，役
割や専門性へ戸惑いや迷いを生じやすい多忙な状
況下で業務をこなさなければならない。このよう
な業務実態が，【生活相談員の不明瞭さへの迷い
とジレンマ】と【生活相談員のソーシャルワーク
基盤の知識不足】が互いに悪影響を及ぼすことで，
ソーシャルワーカーとして駆け出した生活相談員
が大きなジレンマ 12）を抱えながら業務を行う結
果となっているのではないかと考える。
　さらに生活相談員に求められているのは，地域
関係者との連携や介護現場と経営サイドの中継
ぎ，利用率アップのための営業広報業務，さらに
法令法規のコンプライアンス管理など【メゾ・マ
クロ領域に関する業務の対処スキル】と，利用者
の契約や日常相談や介護報酬請求業務など間接業
務も含まれる幅のある多様な業務の実践知が求め
られてくる。生活相談員に求められる業務はこれ
だけでは終わらない。生活相談員にとって最も課
題となっているのは，利用者との関係性もさる
ことながら，【家族との対応の第一線的な窓口業
務の課題】と【ケアチームの連携調整のしかた】
である 20）。特養やデイサービスにおいて，看護・
介護職など直接援助を中心とする専門職は日々の
業務の大半を利用者と対峙して行っているため，
家族との連絡は生活相談員が担うことが多い。こ
のため介護現場と家族との板挟みとなることで，
様々なクレームやトラブルを一人で抱えてしま
う。しかし対処能力が定着していない新任期の生
活相談員には，自ら問題解決すべきスキルが十分
に備わっていないのではないかと考える。

（2） 生活相談員のキャリアパスの仕組みづくり
における新任期の研修ニーズとは何か

　先述の生活相談員が抱えている課題を考慮しつ
つ，新任期の生活相談員のキャリアパスに求めら

れる研修について考察する。特養やデイサービス
の生活相談員とは，希少の配置基準により，本来
は先輩のもとで部下が研修やオン・ザ・ジョブ・
トレーニング（OJT）を通じて少しずつスキルを
高めるべき新任期から多忙な中で多様な業務を求
められることで，基礎知識・技術について十分な
研修機会が得られていないのではないかと推察す
る。
　そこでまずファーストステップとして【生活相
談員としての基礎知識・技術】などの基盤を身に
つけ，ミクロ・メゾ・マクロの幅のある業務の基
本を身につけていくことが重要である。これらの
生活相談員としての基礎知識・技術の理解と実際
の業務の経験則が両輪となることで，次のステッ
プとなるソーシャルワーカーとしてのアイデン
ティティの獲得とキャリアアップを図ることがで
きるのではないかと考える。
　セカンドステップにおいては，ソーシャルワー
カーとしての専門性や役割の理解についての研修
を通じて，自分が他職種から求められている業務
内容と立ち位置を捉えていくことが重要となる。
さらにこの時期は，先の課題により自身の専門性
などにジレンマを抱えることも懸念されることか
ら，自己啓発やメンタルヘルスなど自己管理につ
いて実践できるスキルの定着も図ることができる
研修機会が求められる。
　最後にサードステップにおいては，ソーシャル
ワーカーとしての専門性やアイデンティティを獲
得し始めたところで，先述のように生活相談員の
最も課題となっている【利用者家族に対する擁護
的対応】に関する研修と他職種には無い【施設運
営管理に関する知識技術】などのソーシャルアド
ミニストレーションについての研修が必要と考え
る。これらの2つの研修は，ともにソーシャルワー
カーとしての知識・技術の他に施設運営などの中
間管理職に必要なスキル，コンフリクトマネジメ
ントやアサーションなどクレーム対応に関する応
用的なスキルなども求められてくる。そういう意
味では，セカンドステップにおいて専門性や役割
について理解し，今後も生活相談員としての自分
を高めていきたいとの高い研修ニーズ 13）に応え
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ていくのがサードステップになるのではないかと
考える。
　以上のことから，生活相談員のキャリアパスの
仕組みづくりにおける新任期の研修ニーズは，3
つのステップ成長プロセスを辿り，計5つの内容
に関する研修を段階的・円環的に行う必要がある
ことが解明された。

Ⅴ．結論
　本研究では，不安定な立ち位置のある特養・デ
イサービスの生活相談員の業務上の課題につい
て，新任の時期に抱えている課題は何か，またそ
の生活相談員が自身の業務に必要と考えている研
修とは何かを明らかにし，キャリアパスの仕組み
づくりにおける新任期の研修ニーズを明らかにす
ることを目的とした。新任期の生活相談員は，そ
もそもソーシャルワーク基盤の知識が不足してい
ることで生活相談員として担う多方面の業務に課
題を抱えていた。それらの課題と生活相談員が必
要と考える業務を考慮すると，キャリアパスの仕
組みづくりにおける新任期の研修ニーズは，3つ
のステップで，計5つの内容に関する研修を段階
的・円環的に実施する必要があることが明らかに
なった。
　次に本研究の限界についてである。まず本研究
は，調査対象者が2つの地域の限られた調査協力
者に限られていたことから，一般化した結果とは
言い難い。また筆者も生活相談員の経験者である
ことから，分析の過程においてバイアスがかかっ
た可能性をぬぐい切れない。今後の課題としては，
新任期から中堅にわたる時期についても研修ニー
ズを継続的に調査することで新任期のみならず，
キャリアパスにおける体系的な研修ニーズを明ら
かにする必要がある。
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